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今坊ふれあい祭り
九
月
十
四
日
、
今
坊
の
し
お
さ
い
広
場
で
、

第
四
回
今
坊
ふ
れ
あ
い
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た。
こ
の
催
し
は
、
地
域
の
交
流
を
深
め
、
明
る

く
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
づ
く

E
乞
進
め
よ
う
と
、

今
坊
地
区
の
皆
さ
ん
が
一
つ
に
な
り
毎
年
開
催

し
て
い
る
も
の
。

地
元
の
各
種
団
体
の
方
々
に
よ
り
行
わ
れ
た

鮮
魚
や
た
こ
焼
き
な
ど
の
出
庖
が
立
ち
並
ぶ
中
、

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
町
内
の
獅
子
舞
や
双
海

町
か
ら
駆
け
つ
け
た
双
海
夢
走
太
鼓
、
さ
ら
に

は
大
洲
市
の
藤
縄
神
楽
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
漁
業
者
団
体
の
応
援
で
行
わ
れ
た
ウ

ナ
ギ
の
つ
か
み
取
り
大
会
に
は
、
訪
れ
た
子
ど

も
た
ち
が
殺
到
。
用
意
さ
れ
た
約
百
匹
の
ウ
ナ

ギ
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
祭
り
に
先
立
ち
敬
老
会
の
式
典

も
行
わ
れ
、
出
席
し
た
敬
老
者
の
方
々
は
特
別

席
で
各
出
し
物
を
楽
し
み
、
思
い
出
の
一
日
と

な
り
ま
し
た
。
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第3固定例会一一一一

港
湾
費
の

県
内
呂
事
業
費
な
ど

九
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
九
年
度
一
般
会
計
予
算
に
五
億
六

千
八
百
五
十
五
万
五
千
円
が
補
正
さ
れ
、

予
算
総
額
は
、
六
十
一
億
二
千
六
百
六

十
七
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
補
正
さ
れ
た
主
な
使
い

道
は
次
の
と
お
り
で
す
。

{
農
林
水
産
業
費
}
魚
礁
設
置
費
と
し

て
、
魚
礁
設
置
二
カ
所
、
築
い
そ
一
カ

所
の
事
業
費
四
千
七
百
九
十
九
万
七
千

円。一
商
工
費
一
商
工
振
興
費
と
し
て
、
外

灯
の
補
修
等
に
よ
る
修
繕
料
と
企
業
立

長
浜
町
議
会
第
三
回
定
例
会
が
、
九
月
四
日
か
ら
五
日
ま
で
の
二
日

間
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
は
、
平
成
八
年
度
長
浜
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
や
、
長
浜
町
保
健
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
を
定
め
る
こ

と
、
平
成
九
年
度
長
浜
町
一
般
会
計
補
正
予
算
(
第
二
号
)
、
長
浜
町

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
議
会
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
な
ど
の

議
案
十
四
件
が
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
例
月
出
納
検
査
、
寄
付
採
納
報
告
書
な
ど
の
議
会
報
告
案
件

四
件
も
全
て
受
理
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
、
一
般
質
問
の
あ
ら
ま
し
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

一般質問の答弁を行う上田町長

地
促
進
条
例
に
基
づ
く
用
地
取
得
助
成

金
等
の
補
助
金
な
ど
六
千
三
百
十
一
万

七
千
円
。

一
土
木
費
]
港
湾
費
の
県
営
工
事
費
と

し
て
、
長
浜
港
湾
七
件
の
改
修
等
に
係

る
県
営
事
業
費
の
負
担
金
と
し
て
一
億

六
千
二
百
九
十
九
万
八
千
円
。

{
消
防
費
一
常
備
消
防
費
と
し
て
、
大

洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合
へ
の
下
半

期
分
の
負
担
金
五
千
七
百
三
一
十
二
万
八

千
円
。長

浜
町
保
健
セ
ン
タ
ー

設
置
友
び
管
理
条
例

長
浜
町
浴
場

設
置
及
び
管
理
条
例

長
浜
町
浴
場

入
浴
料
金
徴
収
条
例

町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
を
図
る

拠
点
と
な
る
保
健
セ
ン
タ
ー
が
、
十
月

末
日
完
成
十
一
月
中
旬
オ
ー
プ
ン
を
目

指
し
て
お
り
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に

基
づ
き
定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
保
健
セ
ン
タ
ー
三
階
に
併
設

す
る
浴
場
に
関
し
て
、
長
浜
町
浴
場
設

置
及
び
管
理
条
例
、
入
浴
料
金
徴
収
条

例
が
そ
れ
ぞ
れ
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
に

水
口
健
氏
を
再
選
任

長
浜
町
教
育
委
員
会
の
現
委
員
水
口

健
氏
(
須
沢
)
は
、
平
成
九
年
九
月
三

十
日
で
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
後
任

に
同
氏
を
再
選
任
し
議
会
の
同
意
を
求

め
た
結
果
、
満
場
一
致
で
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

ダ
ム
建
設
並
び
に

中
予
分
水
に
関
わ
る

諸
問
題
に
つ
い
て

特
別
委
員
会
の

機
能
回
復
を
お
願
い
し
た
い

質
問
・
・
・
山
鳥
坂
ダ
ム
調
査
特
別
委
員

会
は
、
平
成
七
年
二
月
に
突
然
四
人
の

委
員
が
辞
任
さ
れ
、
現
在
そ
の
機
能
を

中

野

茂

明

珪
甲
山
口
員

失
っ
て
い
る
。
昭
和
六
十
一
年
に
本
会

議
で
、
特
別
委
員
会
か
ら
「
現
時
点
に

お
い
て
は
分
水
を
目
的
と
し
た
多
目
的

ダ
ム
建
設
の
必
要
性
は
な
く
、
後
顧
に

憂
い
を
残
さ
ぬ
よ
う
調
査
研
究
を
重
ね

て
い
き
た
い
」
と
の
報
告
が
な
さ
れ
、

こ
れ
を
採
択
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
委
員
を
辞
職
さ
れ
た
議
員
の
勉
強

不
足
も
い
い
と
こ
だ
と
思
わ
れ
る
。
今

後
、
町
長
に
は
こ
の
委
員
会
の
存
続
を

図
ら
れ
る
よ
う
指
導
願
い
た
い
が
、
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
平
成
七
年
九
月
二
十
八
日
に
、

山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
及
ぴ
分
水
反
対
意
見

書
を
町
長
に
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
署

名
集
め
の
趣
意
書
に
は
責
任
者
が
明
確

に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
平
成
七
年
二
月
四

日
に
発
起
人
と
い
う
の
が
初
め
て
書
か

れ
て
い
る
。
な
ぜ
初
め
に
書
か
な
か
っ

た
の
か
。
ま
た
、
議
会
と
し
て
七
千
八

百
人
の
署
名
に
意
見
書
を
付
し
て
町
へ

提
出
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
私
も
賛
成

し
た
が
、
私
が
議
会
と
し
て
の
反
対
決

議
の
動
議
を
出
し
た
ら
、
屋
上
屋
を
重

ね
る
も
の
と
し
て
反
対
決
議
を
し
な
か
っ

た
。
町
民
に
は
反
対
署
名
を
さ
せ
、
議

員
は
し
な
い
よ
と
い
、
?
も
の
を
出
し
て
、平成9年9月から測定か、始まった地下水観測所
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町
長
に
何
と
か
し
ろ
と
い
う
の
は
お
か

し
い
の
で
は
な
い
か
。

さ
ら
に
、
平
成
六
年
六
月
議
会
の
全

員
協
讃
会
で
、
長
浜
町
は
長
浜
町
で
対

処
す
る
た
め
に
肱
川
問
題
対
策
協
議
会

を
作
る
こ
と
に
な
り
、
上
田
町
長
、
田

中
議
長
、
桜
田
特
別
委
員
長
に
一
任
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
特
別
委

員
長
ら
が
メ
、
J

パ
1
構
成
な
ど
い
ろ
い

ろ
と
話
し
合
い
を
し
て
作
っ
た
協
議
会

を
、
今
度
は
敵
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
。

こ
の
協
議
会
の
運
営
に
つ
い
て
町
長
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
・
:
山
鳥
坂
ダ
ム
調
査

対
策
特
別
委
員
会
の
機
能
回
復
に
つ
い

て
は
、
議
会
叫
に
再
三
再
四
お
願
い
し

て
き
た
が
、
そ
の
選
任
構
成
に
及
ば
ず

こ
こ
に
至
っ
て
お
り
、
町
民
に
対
す
る

誌
会
の
責
務
と
し
て
使
命
を
全
う
し
て

い
た
だ
き
た
か
っ
た
と
い
う
思
い
で
一

杯
で
あ
る
c

今
役
、
時
期
を
捉
え
て
可

及
的
速
や
か
な
特
別
委
員
会
の
機
能
回

復
を
お
願
い
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
付

託
に
お
応
え
い
た
だ
く
議
会
活
動
を
切

望
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
意
見
書
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
は
、
従
前
か
ら
お
答
え
し
て
い
る
と

お
り
で
、
慎
重
に
対
応
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

長
浜
町
肱
川
対
策
協
議
会
に
つ
い
て

は
、
協
議
会
の
合
意
の
中
で
進
め
て
お

ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
行
政
の
立
場

で
申
し
上
げ
る
の
は
ど
う
か
と
思
う
が
、

た
だ
、
時
期
は
別
と
し
て
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
負
託
に
お
応
え
す
る
活
動
の
成

果
が
な
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
議
会
の
総
意

福
祉
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

住
宅
@
宅
地
等
に
つ
い
て

皆
さ
ん
の
健
康
増
進
を
因
る

拠
点
施
設
と
し
て

質
問
:
・
長
浜
町
保
健
セ
ン
タ
ー
三
階

部
分
の
、
浴
場
の
運
営
方
法
、
収
支
等

の
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

次
に
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
夕

方
ま
で
の
閑
散
時
間
帯
を
利
用
し
て
各

地
区
の
万
を
パ
ス
で
浴
場
へ
送
迎
し
、

町
内
全
域
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
り
施
設
の
有
効
利
用
が
図
れ

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

次
に
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
、
建
設
予
定
地
の
決
定
、
開
発
公
社

で
の
用
地
取
得
事
務
委
託
等
、
現
在
の

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

次
に
、
本
年
六
月
に
肱
川
町
か
ら
川

上
地
区
特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
新
築
計

の
下
に
協
議
会
で
の
取
り
組
み
が
決
定

さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
こ
と

が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
極
め
て
遺

憾
で
あ
る
が
、
協
議
会
共
々
真
剣
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
田
中
っ
て
い
る
。

謀
、
辺
久
義
議
員

画
が
発
表
さ
れ
た
。
大
洲
市
・
喜
多
郡

内
で
当
町
以
外
の
町
村
に
は
特
別
養
護

老
人
ホ
i
ム
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
が
、

長
浜
町
に
は
な
ぜ
で
き
な
い
の
か
、
ま

た
今
後
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
・
:
浴
場
の
運
営
に
つ

い
て
は
、
毎
週
日
曜
日
を
定
休

H
と
定

め
、
町
営
で
開
館
す
る
予
定
で
あ
る
。

収
支
計
画
に
つ
い
て
は
、
収
入
は
、

現
在
町
内
で
営
業
さ
れ
て
い
る
公
衆
浴

場
の
最
低
利
用
者
数
を
基
準
に
収
入
を

算
出
す
る
と
約
五
百
万
円
。
必
要
経
費

は
、
最
大
限
五
百
七
十
万
円
を
計
画
し

て
い
る
。
な
お
、
管
理
人
の
人
件
費
と

必
要
経
費
を
含
め
、
約
四
百
三
十
六
万

円
の
一
般
財
源
の
持
ち
出
し
を
想
定
し

て
い
る
。
な
お
、
当
浴
場
は
、
観
光
、

営
業
利
益
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な

く
、
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
を
図
る
拠
点

施
設
で
あ
る
こ
と
を
認
識
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
浴
場
は

一
般
健
常
者
を
対
象
に
し
た
も
の
で
あ

り
、
身
体
の
不
自
由
な
方
の
入
浴
に
は

困
難
を
生
じ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
給
食
サ
ー
ビ
ス
、

日
常
動
作
訓
練
ス
ペ
ー
ス
の
常
時
確
保

も
で
き
な
い
。
専
用
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
を
養
護
老
人
ホ
l
ム
移
転
改

築
事
業
に
併
設
す
る
計
画
で
あ
る
の
で

お
待
ち
願
い
た
い
。

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
で
あ

る
が
、
六
月
に
長
浜
町
養
議
老
人
ホ
ー

ム
移
転
改
築
に
つ
い
て
県
と
事
前
協
議

を
し
、
平
成
十
年
度
本
申
請
、
十
一
年

度
に
ア
人
事
着
手
で
き
る
よ
う
事
務
を
進

め
て
お
り
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

特
別
苧
妻
名
人
示
1
ム
、
撃
し
売
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
な
ど
優
先
順
位
を
う
け
て
整

備
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
に
つ

い
て
は
、
国
の
整
備
率
等
の
問
題
に
よ

り
施
設
整
備
が
遅
れ
て
い
る
が
、
早
期

に
申
請
し
、
養
護
老
人
ホ

i
ム
移
転
改

築
後
速
や
か
に
建
設
で
き
る
よ
う
計
画

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

撞
め
て
重
要
な
課
題
と

認
識
し
て
い
る

11月オーブン予定の保健センター

質
問
・
・
・
平
成
八
年
度
の
長
以
町
振
興

基
本
計
画
に
よ
れ
ば
、
各
地
域
の
住
宅

需
要
等
を
勘
案
し
、
年
次
計
画
に
よ
り

公
営
住
宅
を
建
設
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。
今
後
の
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

ま
た
、
当
計
画
に
は
住
宅
対
策
の
項

の
み
し
か
な
い
。
民
間
活
力
導
入
を
念

頭
に
推
進
し
、
町
と
し
て
は
宅
地
供
給

事
業
は
行
わ
な
い
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
・
住
宅
供
給
事
業
推

進
上
、
現
状
か
ら
最
適
地
と
し
て
考
え

ら
れ
る
所
と
し
て
、
現
在
河
川
改
修
が

進
ん
で
い
る
白
滝
の
堤
内
農
用
地
の
一

部
が
あ
る
。
今
後
、
河
川
改
修
の
進
捗

に
伴
い
、
住
宅
用
地
と
し
て
の
適
地
調

査
、
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。
公
営

住
宅
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
人
口
動
態

等
を
軒
酌
し
、
既
存
住
宅
の
再
整
備
等

の
住
宅
に
係
る
諸
要
因
の
推
移
を
見
和

め
て
対
処
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
な

お
、
長
浜
町
拒
興
基
本
計
画
に
つ
い
て
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は
、
長
浜
町
振
興
計
画
基
本
構
想
を
目

標
と
し
、
こ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
計

画
策
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し
も

計
画
期
間
内
に
諸
施
策
が
完
了
す
る
も

の
で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

宅
地
供
給
事
業
に
つ
い
て
は
、
本
町

活
性
化
へ
の
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
、
長
浜
町
振
興
計

過
疎
対
策
に
つ
い
て

来
年
度
予
算
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

ハ
ー
ド
@
ソ
フ
ト
の

一
体
的
推
進
を

質
問
・
:
長
浜
町
の
人
口
は
年
々
減
り

続
け
て
お
り
、
今
一
度
人
口
動
態
の
正

確
な
分
析
を
し
、
そ
の
対
策
に
つ
い
て

早
急
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
今
日
ま
で
に
、
過
疎
対

策
と
し
て
ハ

1
ド
面
を
中
心
と
し
た
基

盤
整
備
に
莫
大
な
税
金
が
投
入
さ
れ
て

き
た
が
、
ど
の
よ
う
な
評
価
を
し
て
い

る
か
。
ま
た
、
過
疎
対
策
の
基
本
は
人

づ
く
り
だ
と
考
え
る
。
町
民
が
主
体
的

に
参
加
で
き
る
進
め
方
が
必
要
だ
と
思

う
が
、
人
材
育
成
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

画
基
本
構
想
の
第
四
章
第
一
の
一
一
プ
を
見

て
い
た
だ
き
た
い
。
地
域
振
興
の
観
点

か
ら
、
行
政
と
一
体
化
し
た
民
間
活
力

の
導
入
が
当
事
業
推
進
に
は
最
善
の
方

策
だ
と
考
え
て
お
り
、
今
後
も
、
こ
の

こ
と
を
基
本
に
宅
地
供
給
事
業
を
推
進

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

宮

本

増

う
に
取
り
組
み
、
事
業
予
算
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
第
一
次
・
第
二
次

開
発
事
業
に
よ
る
工
業
用
地
の
造
成
に

よ
り
、
そ
れ
ま
で
の
年
間
約
四
百
人
近

い
人
口
減
少
傾
向
が
、
そ
の
後
百
五
十

j
二
百
人
と
減
少
し
、
平
成
七
年
十
月

の
国
勢
調
査
で
は
約
百
四
十
人
の
減
少

と
な
り
、
漸
減
傾
向
で
推
移
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
第
一
次
・
第
二
次
開

発
事
業
、
港
湾
整
備
等
の
基
盤
整
備
が

順
調
に
進
捗
し
て
い
る
も
の
と
思
っ
て

お
り
、
第
三
次
開
発
事
業
に
つ
い
て
も
、

町
振
興
発
展
の
基
礎
と
し
て
推
進
し
て

い
き
た
い
。

ま
た
、
ハ

l
ド
事
業
の
み
で
な
く
町

宝E
，'i'B. 

一一議口貝

民
総
参
加
型
ソ
フ
ト
事
業
と
の
一
体
的

推
進
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
「
里

づ
く
り
」
「
町
づ
く
り
」
「
心
づ
く
り
」

の
理
念
を
中
心
と
し
て
、
各
地
域
の
自

発
的
事
業
に
対
す
る
支
援
対
策
と
し
た

「
里
づ
く
り
」
に
約
二
百
万
円
、
高
齢

者
福
祉
対
策
や
心
身
障
害
坦
相
談
事
業

等
に
約
六
百
万
円
、
今
後
大
き
な
鍵
と

な
る
と
思
わ
れ
る
生
涯
学
習
の
町
づ
く

り
推
進
に
約
一
千
万
円
、
総
体
で
約
二

千
百
万
円
く
ら
い
を
考
え
て
お
り
、
今

後
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

重
点
的
@
効
率
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い

質
問
:
現
在
、
財
政
改
革
で
公
共
事

業
費
の
七
%
削
減
が
叫
ば
れ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
の
進
め
方
で
は
で
き
な
く
な
っ

て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
の
公
共
事

「“一日一口一日一日一“一日一日一日ー圃._..ー・一一一..."...._，....-.._.._..ー・ー・「わ成れ特要の い業

れもた別求歳答ての
る 固 と 枠 の 出 弁 どあ
。同こが基削(う り
こ様ろ設本減町考方

肱川流域 開発促進協議会では、流域 iの厳で定方自長え
lよしあさ針標)

(大洲市・喜多郡)の四季の写真を募集 iういりれとが i いた
しています。 Iなも 、 概 さ 、国る来

:厳の本算れそのの年
I応募方法 ]応募用紙(事務局又は写 lしに町要るの主か度

真庖にある)に、作口名氏名住pJT・ 1いなの求とま要。 予

電話番号撮影場五日・年.月日 コ;ン!読 tZ存在毒事 青
トを記入して事務局まで送付してくだ iて思編わ 、算別 っ
さしミ。

|りれ緊のい等公交 特
[作品]0サイズは 4切またはワイ:組る急削とを共付に

ド4切 O白黒・カラーいずれも可01 Iん範度減思で霊税 町
;で囲のにつ 5]-来のの

人 5点までO未発表のものに限る |いで高努てに費動財
I応募期限]11月30日 iき 、いめお把減向源

lた重事中り握少をの
[事務局及びお問い合せ先]大洲市大!ぃ点業長 、し等見大

洲 690-3:大洲市役所企画調整喋内肱川 lと的か期今的 、 極宗
P ロ ! 考 、 ら 展 後 確 固 めを

流域開発促進協議会(宮24-2111内 線 37iえ効財望さに・る占

2) または 、 長 浜 町 役 場 企 画 調 整 課 ( 宮 ! て 率 政 に ら 対 県 とめ
iい 的 の 立 に 応 の 共る

52-1111) までお問い合せ下さい。 Iるに許ち経し状に地

」一一一日一日一一一日一日ー“_..ー.._.._.._..一…一一一日一.._.._.._..-' 。取さ 、費た況 、方

毎月 2回行われているリハビリ教室

昨
年
の
一
席
作
品
「
い
か
だ
流
し
の
日
」



容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
植
行
か
ら
半
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、

全
国
的
に
も
、
リ
サ
イ
ク
ル
は
な
か
な
か
進
ま
な
い
状
況
で
す
。
ご
み

問
題
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
容
器
包
装
廃
棄
物
は
、
ご
み
全
体
の
容
量

の
六

C
%を
占
め
、
こ
れ
ら
が
す
べ
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
れ
ば
、
焼
却
、

埋
め
立
て
さ
れ
る
ご
み
の
量
は
半
減
し
ま
す
。

容
器
包
装
の
目
的
が
、
本

来
の
、
生
産
現
場
か
ら
利
用
者
の

手
元
に
届
き
消
費
さ
れ
る
ま
で
の
、
内

容
物
の
確
実
な
保
護
か
ら
デ
ザ
イ
ン
や

色
、
材
質
を
工
夫
し
て
、
内
容
吻
を
よ

り
価
値
あ
る
商
品
と
し
て
印
象
づ
け
る
、

あ
る
い
は
、
商
品
の
取
り
扱
い
性
を
よ

く
す
る
た
め
に
、
使
い
捨
て
容
器
を
使

用
す
る
方
向
へ
変
わ
り
、
こ
う
し
た
も

の
の
多
く
を
、
内
容
物
を
利
用
し
た
直

後
に
、
一
溌
棄
物
と
し
て
利
用
者
が
処
分

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

レ
?
以
こ
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

川
¥
」
と
は
、
大
量
生
産
・
大
量
消
費
に

支
え
ら
れ
た
現
代
の
社
会
経
済
シ
ス
テ

ム
が
、
本
当
に
消
費
者
の
要
求
に
よ
り

形
成
さ
れ
て
き
た
の

か
、
と
い
う
こ
と
で

す
。
生
産
者
と
し
て
、

消
費
者
の
購
買
意
欲

を
高
め
る
た
め
に
商

品
の
差
別
化
が
必
要

で
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
の
道
具
が
容
器
包

装
で
あ
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

内
有
は
大
し
て
違
わ

な
く
て
も
、
容
器
デ

ザ
イ
ン
や
容
量
を
変

え
る
こ
と
で
売
り
上

げ
の
増
加
を
図
る
。

そ
う
し
た
こ
と
に
何

ごみ@リサイクル対策の4つのステ yブ'_)

一
川
町
の
法
律
で
は
、
事
業
者
、
市
町
村
、

、
」
消
費
者
の
各
々
に
、
リ
サ
イ
ク
ル

の
役
割
分
担
が
求
め
ら
れ
、
飲
料
メ
ー

カ
ー
や
ボ
ト
ル
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
、
有

器
包
装
利
用
事
業
者
や
容
器
包
装
製
造

事
業
者
は
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
、
つ
こ
と
、

市
町
村
は
法
律
に
基
づ
い
て
分
別
収
集

を
行
う
こ
と
、
消
費
者
は
分
別
排
出
を

す
る
こ
と
、
な
ど
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

ノ⑦

も
疑
問
を
抱
か
ず
現
代
は
成
立
し
て
い

る
、
と
い
っ
て
も
過
一
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
問
題
を
こ
の
ま

ま
放
置
し
た
の
で
は
、
資
源
の
浪
費
と

環
境
問
題
は
ま
す
ま
す
進
行
し
、
取
り

返
し
が
つ
か
な
く
な
り
ま
す
。
ご
み
処

理
問
題
も
、
全
員
の
共
通
責
任
と
し
て

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
解
決
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

~
浜
町
の
分
別
収
集
計
画
で
は
、
平

3
3
成
十
三
年
度
を
日
標
仁
、
ア
ル
ミ

缶
、
ス
チ
ー
ル
缶
、
無
色
ガ
ラ
ス
、
茶

色
ガ
ラ
ス
、
そ
の
他
ガ
ラ
ス
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
中
間

処
明
日
施
設
整
備
の
問
題
や
分
別
の
方
法

な
ど
、
多
く
の
問
題
を
解
決
し
な
け
れ

ば
、
目
標
の
達
成
は
困
難
で
す
。
計
画

以
外
に
も
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
、
紙
パ
ッ

ク
、
段
ボ
ー
ル
な
ど
、
リ
サ
イ
ク
ル
さ

れ
る
べ
き
容
器
包
装
は
多
く
あ
り
、
近

い
将
来
に
は
、
特
器
包
装
、
新
聞
・
雑

誌
、
家
電
製
品
、
自
動
車
な
ど
か
ら
の
、

資
源
化
物
回
収
に
よ
る
原
材
料
を
利
用

し
た
再
生
品
が
多
く
出
回
る
で
し
ょ
う
。

去
一
た
ち
が
、
日
常
生
活
の
中
で
少
し

1
Z
1
気
を
つ
け
れ
ば
、
ご
み
の
減
量
は

行
え
ま
す
。
ご
み
を
完
全
に
な
く
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
に

協
力
す
れ
ば
、
ご
み
が
ご
み
で
な
く
な

る
の
で
す
。
日
頃
の
生
活
と
ご
み
と
の

関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

一人ひとりの心掛けで…

ごみ問題

-5-
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投
票
率
的
出
@
お
%

九
月
二
十
一
日
、
任
期
満
了
に
伴
、
っ

長
浜
町
議
会
議
員
選
挙
が
、
町
内
十
四

カ
所
の
投
票
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
有
権
者
数
は
八
、
三
一
ニ
凶
人

(
前
回
平
成
五
年
・
八
、
五
九
二
人
)

で
、
投
票
総
数
は
七
、
七
八
一
票
(
う

ち
有
効
投
票
数
は
七
、
七
二
五
菜
)
、

扶
票
率
は
九
三
・
二
一
六
%
(
前
回
九
三
・

三
五
%
)
で
し
た
。

今
回
の
選
挙
で
は
、
定
数
十
六
の
議

席
を
め
ぐ
っ
て
現
職
十
三
人
、
新
人
六

果市吉豆亘
司てt金

人
、
元
職
二
人
が
立
候
補
し
激
し
い
選

挙
戦
が
展
開
さ
れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、

現
職
十
一
人
、
新
人
五
人
が
当
選
し
ま

し
た
。な

お
、
各
投
票
所
で
の
投
票
率
は
別

表
の
と
お
り
で
す
。

候
補
者
別
得
票
数

(
あ
ん
分
票
の
小
数
点
以
下

切
り
捨
て
表
示
)

二

宮

英

二

無

現

日

高

照

友

無

現

や
ざ
ま
一
義
無
現

上
満
た
け
し
無
新

当
五
六
五
票

当
五
五
八
票

当
四
四
七
票

当
四
三
七
票

当
四
二
二
票

当
三
一
九
五
票

当
三
九
五
票

当
三
一
九
二
票

当
三
八
五
票

当
三
八
二
票

当
三
六
六
票

当
三
一
五
一
二
票

当
三
五
一
票

当
コ
一
四
三
一
票

当
三
四
一
票

当
=
一
三
二
票

一
一
一
一
九
票

二
九
七
票

一
一
八
二
票

一
八
三
票

一
七
六
票

東
あ
つ
ひ
ろ

東
の
ぶ
と
し

渡

辺

久

義

東
よ
し
な
る

菊
地
の
り
く
に

叶
岡
ひ
ろ
し

岡

た

か

し

田
中
堅
太
郎

中

野

茂

明

菊
地
よ
し
あ
き

か
き
み
芳
彦

そ
う
た
に
夫
二
郎

宮

本

増

憲

堤

正

和

西

宮

正

幸

つ

だ

勝

利

二

宮

義

徳

無共無無無無無無無無無無無無無無無
元新現元現新現現現現現新新現現現新

①
生
年
月
日
②
住
所
③
職
業
④
党
派
⑤
経
歴

宮卒

英号

じ

投
百 区 性別 当日有権者数投票者数 投票率 %7才マ

男 547 487 89.03 
第 1投票区

t; 646 604 93.50 
(長浜町体育館)

言十 1，193 1，091 91.45 

男 493 428 86.82 
第 2投票区

女 634 570 89.91 
(ふれあい会館)

員十 1，127 998 88.55 

男 19 18 94.74 
第 3投票区

女 40 38 g5.00 
(青鳥コミセン)

計 59 56 94.92 

男 205 197 96.10 
第 4投票区

女 236 232 98.31 
(しおさい自官)

計 441 429 97.28 

男 135 125 92.59 
第 6投票区

女 156 148 94.87 
(晴海集会所)

計 291 273 93.81 

男 264 24日 93.94 
第 6投票区

女 314 298 94.90 
(櫛生小学校体育館)

言十 578 546 94.46 

男 61 56 91.80 
第 7投票区

女 71 65 91.55 
(須沢公民館)

言十 132 121 91.67 

男 389 347 89.20 
第8投票区

女 443 420 94.81 
(1中i甫コミセン)

員十 832 767 9219 

男 254 232 91.34 
第 9投票区

立 283 265 93.64 
(出海公民館)

言十 537 497 92.55 

男 543 512 94.29 
第10投票区

女 621 589 94.85 
(大和公民館)

言十 1，164 1，101 94.59 

男 266 253 95.11 
第11投票区

女 305 295 96.72 
(豊茂公民館)

計 571 548 95.97 

男 372 367 98.66 
第12投票区

女 463 440 95.03 
(白滝公民館)

言十 835 807 96.65 

男 102 96 9412 
第13投票区

女 87 85 97.70 
(戒川小学校)

計 189 181 ~5.c77 

男 189 175 92.59 
第14投票区

女 196 191 97.45 
(柴公民館)

計 385 366 95.06 

男 3，839 3，541 92.24 

計 女 4，495 4，240 94.33 
言十 8，334 7.781 93.36 

①
S
7
・
7
-
H
②
沖
浦
③
団
体
役
員
一
世
無
所
属

⑤
町
議
六
回
当
選
、
議
長
、
総
務
委
員
長
、
産
業

建
設
委
員
長
、
草
委
員
、
地
域
開
発
事
業
特
別

委
員
長
、
山
鳥
坂
ダ
ム
調
査
特
別
委
員
長
、
町
漁

協
組
合
長
、
県
漁
連
専
務
理
事

日ひ

古
間

て
る

刀
同
川

口
μハ

友t

①

s
m
・
6
・
日
②
長
浜
③
会
社

役
員
④
鉦
…
所
属
⑤
町
議
五
回
当
選
、

総
務
委
員
長
、
文
教
厚
生
委
員
長
、

監
査
委
員
、
副
議
長
、
町
商
工
会

長
、
町
体
育
協
会
長

矢

か
ず

閉ま

義f

①
S
汀

-
U
-
M
②
今
坊
③
農
業

④
無
所
属
⑤
町
議
二
回
当
選
、
町

P
T
A
連
合
会
副
会
長
、
町
消
防

団
喜
多
灘
分
団
長
、
町
文
化
財
保

護
審
議
会
委
員

上

j商号

武i

①
S
M
・
M
-
幻
②
柴
③
農
業
④

無
所
属
⑤
町
議
一
回
当
選
、
県
酪

農
業
連
合
会
理
事
、
四
国
乳
業
部

取
締
役
、
郡
酪
農
協
理
事
、
肱
川

漁
協
組
合
理
事
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一一一一一新町議の横顔

ひ
が
し

東

敦き

弘2

①
S
却
・
日
・

3
②
白
滝
③
会
社

役
員
④
無
所
属
⑤
町
議
一
回
当
選
、

白
滝
小

P
T
A
会
長
、
白
滝
商
工

会
観
光
連
盟
理
事

ひ
が
し

東

利t

①
S
・
お
・

1
・
4
②
黒
田
③
農

業
④
無
所
属
⑦
町
議
三
回
当
選
、

文
教
厚
生
委
員
長
、
長
浜
青
果
農

協
理
事

渡E

久2

義f

辺実

①
S
日
・

4
・
6
②
下
須
戒
③
会

社
役
員
④
無
所
属
⑤
町
議
=
一
回
当

選
、
産
業
建
設
委
員
長
、
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
理
事

ひ
が
し

東

ト
A
B
l
u

士
ロ

成2

ιゾ¥

①
S
6
・
8
・
3
②
長
浜
③
商
業

④
無
所
属
⑤
町
議
二
回
当
選
、
町

民
生
児
童
委
員
、
町
消
防
団
長
浜

分
団
長
、
町
商
工
会
長
、
町
観
光

協
会
長

菊?

ロ』の
主主 1)

之4

I也ち

①
S
ロ・

3
・
5
②
豊
茂
③
神
職

④
無
所
属
⑤
町
議
一
回
当
選
、
郡

内
小
中
学
校
教
員
、
長
浜
小
学
校

長日十2

同3

広2

志し

①
S
お
・
ロ
・
日
②
上
老
松
③
農

業
④
無
所
属
⑤
町
議
一
回
当
選
、

消
防
回
大
和
分
団
第
二
部
長
、
森

林
組
合
専
門
委
員
会
副
委
員
長

岡ま

孝2

志し

①
S
日
・

6
-
m②
沖
浦
③
会
社

員
④
無
所
属
⑤
町
議
三
回
当
選
、

総
務
委
員
長
、
町
消
防
団
長

田た

中3

け

ん

た

ろ

う

堅
太
郎

①
S
お
・
ロ
・
訂
②
櫛
生
③
農
業

④
無
所
属
⑤
町
議
四
回
当
選
、
文

教
厚
生
委
員
長
、
監
査
委
員
、
町

消
防
団
櫛
生
分
団
長
、
町
土
地
改

良
区
理
事

中2

茂旨

明3

里子の

①
S
8
-
2
・
日
②
長
浜
安
亘
社
役
員
④
無
所
属

⑦
町
議
五
回
当
選
、
紘
一
帯
委
員
長
二
回
、
産
業
建

設
委
員
長
、
大
洲
交
通
安
全
協
会
副
会
長
、
町
観

光
協
会
長
、
町
商
工
会
理
事
、
大
洲
食
品
衛
生
協

会
副
会
長
、
愛
捷
一
県
冷
凍
協
会
常
任
理
事

菊?

{義f

明3

地ち

①
T
ロ
・

1
・
口
②
豊
茂
③
農
業

④
無
所
属
⑤
町
議
四
回
当
選
、
産

業
建
設
委
員
長
、
議
員
会
長
、
町

土
地
改
良
区
監
事

垣1

ひ
こ彦

見み

芳

①

S
-
m
・
9
・
口
②
出
海
③
農

業
④
無
所
属
⑤
町
議
二
回
当
選
、

町
農
業
委
員
、
町
消
防
団
出
海
分

団
長
、
農
協
青
壮
年
部
委
員
長

非勿号
凡，_，、っ

少とLた
p に

日レ

λ

ごっ

夫
二
郎

①
S
日
・

6
罰

6
②
戒
川
③
農
業

④
無
所
属
⑤
町
議
一
回
当
選
、
町

森
林
組
合
監
事



日

お知らせ一一一一

ふ
れ
あ
い
会
館
で
は
、
次
の
と
お
り

各
種
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
ご
来
場
下
さ
い
。

日
本
画
税
書
道
展

下
境
戒
の
鎌
田
悦
生
さ
ん
・
八
重
子

さ
ん
と
彩
の
会
会
員
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、

日
本
画
と
書
道
約
一
ニ
十
点
が
展
示
さ
れ

ま
す
。
今
回
は
、
県
展
入
選
作
品
が
中

心
に
展
示
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会

に
ザ
ひ
ご
鑑
賞
下
さ
い
。

一
期
臼
}
十
月
十
四
日
j
二
十
日
(
午

前
九
時
j
午
後
五
時
)

i言 2虫
オ: {目

撃ァk
え掠

重量也
5盤

働
く
あ
な
た
と
家
族

を
守
る
労
働
保
険

i
十
月
は
労
働
保
険

適
用
促
進
月
間

1

労
働
省
で
は
、
十
月
を
「
労
働
保
険

適
用
促
進
月
間
」
と
定
め
、
全
国
的
に

労
働
保
険
(
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
)

の
+
一
本
加
入
事
業
場
の
解
消
に
つ
と
め
て

い
ま
す
。

加
入
し
て
い
な
い
事
業
、
王
の
方
は
、

お
単
め
に
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

新
町
議
会
議
員
の
似
顔
絵
を
は
じ
め
と

し
た
作
品
約
三
十
点
が
展
一
否
c
れ
ま
す
。

一
期
日
一
十
月
二
十
一
日
j

三
十
日

(
午
前
九
時
j
午
後
五
時
)

菊町
内
の
方
々
が
大
切
に
育
て
ら
れ
て

い
る
美
し
く
可
憐
な
菊
の
数
々
、
そ
の

作
品
約
二
百
鉢
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

{
期
日
一
十
一
月
一
日
j
五
H
(午
前

九
時
j
午
後
五
時
)

{
ご
相
談
。
お
問
い
合
せ
}
八
幡
浜
労

働
基
準
耽
督
署
(
岱

O
八
九
回
二
一
丁

一
仁
五

O
)
ま
た
は
、
大
洲
公
共
職
業

安
定
所
(
岱
二
四
ー
一
三
九
一
)
ま
で
。

十
月
は
「
仕
事
と
家
庭

を
考
え
る
月
間
」
で
す

労
働
省
マ
は
、
介
需
休
業
制
度
等
の

早
期
導
入
促
進
に
努
め
て
お
り
、
十
月

を
「
仕
事
と
家
庭
を
考
え
る
月
間
」
と

定
め
、
集
中
的
に
啓
発
活
動
を
実
施
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

~j(の 1 、 2 、 3 のう古まちがってい
るのはどれでしょう

そ
う
荊

そ
れ
で
モ

{
4人
叫
白
色
唱
も
ら
っ

て
芯
ル
一
E
h

そ
こ
で
、
愛
媛
県
婦
人
少
字
亙
で
は
、

本
活
動
の
一
環
と
し
て
、
企
業
の
人
事

労
務
担
当
者
を
対
象
に
し
た
介
護
休
業

に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
や
、
事
業
主
向
巾

各
種
党
励
金
与
に
つ
い
て
の
個
別
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

介
護
休
喋
等
化
関
す
る

セ
yw撚
ず

1
(促
也
)

一
日
時
一
十
月
二
十
四
日
(
金
)
午
後

一
時
三
十
分
j

一
場
所
}
え
ひ
め
共
済
会
館
(
松
山
市

コ
一
番
町
五
|
一
一
一
一
l
ご

{
内
容
}
①
講
演
:
・
講
師
:
附
ペ
ネ
ツ

セ
コ
ー
ポ
レ
l
シ
ヨ
ン
取
締
役
人
財
組

織
部
長
・
金
代
健
次
郎
氏
@
説
明
:
・
ア

育
児
・
介
誰
休
業
者
職
場
復
帰
プ
ロ
グ

ラ
ム
実
施
奨
励
金
に
つ
い
て
イ
両
立
支

1 

援
関
係
助
成
金
に
つ
い
て

@
介
護

.
制
度
1

奨

励

金

等

山

会

一
日
時
異
ひ
場
所
一

O
中
子
地
区
・
:
十

月
二
十
四
日
(
金
)
午
後
一
時
三
十
分

j

:
え
ひ
め
共
済
会
館

O
南
予
地
区
:
・

十
月
三
十
日
(
木
)
午
後
一
時
三
十
分

j

:
宇
和
島
商
工
会
議
所

{
相
談
事
項
一

O
育
用
・
介
護
休
業
法

に
関
す
る
こ
と

O
育
用
、
介
護
休
業
規

則
の
作
成
に
閲
す
る
こ
と

O
介
護
休
業

制
度
導
入
奨
励
金
等
に
関
す
る
こ
と

O

育
泡
・
介
護
休
業
者
職
場
復
帰
プ
ロ
グ

ラ
ム
実
施
奨
励
金
に
問
す
る
こ
と

O
介

護
ク
ー
ポ
ン
制
度
に
関
す
る
こ
と
な
ど
。

一
お
問
い
合
せ
一
愛
媛
婦
人
少
年
主 2 

(毛主1)♀騨~f'11)什ユつ2f.毎~&キ}量)量 ε' 去最

(
松
山
市
若
草
町
四
|
三
松
山
若
草
合

同
庁
舎
五
階
:
宮

C
八
九
九
三
五
i

五
二
二
二
)
ま
で
。

一

刈

治

康

子

隆

勉

聴

美

一

者

悶

堵

牧

寂

由

一

一

川

内

一

一

箸

恥

原

本

藤

川

上

戸

原

一

一
世
篠
秋
佐
岩
水
瀬
西
一

一

、

っ

E

と

一

い

カ

一

は

り
つ

群

あ

一

一

い

候

を

た

一精

症

愛

究

つ

一

一

一

家

の

か

、

研

笑

一

一

名

れ

ん

う

ん

の

業

が

一

ー

づ

て

い

や

方

修

ん

一

一

而

書

れ

き

で

ち

れ

章

く

一

F-n

つ
生
つ
周
別
文
海
一

一
一
帯

0
0
0
0
0
0
0
一

~長浜町立図書館~です
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一s戦没者め一一山紙一一一………
W
1
一

遺
族
の
主
自
在
U
A

一
特
別
弔
問
一
金
は
、
国
か
ら
戦
没
者

一
等
の
遺
族
に
対
し
、
弔
意
の
意
を
表

一
す
た
め
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

一
現
在
請
求
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、

一
平
成
十
年
=
一
月
三
十
一
日
が
請
求
の

一
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
請
求

一
し
て
な
い
方
で
、
支
給
条
件
に
該
当

一
し
対
象
に
な
る
方
が
あ
る
よ
う
で
し

一
た
ら
早
め
に
手
続
き
し
て
下
さ
い
。

A
支
給
条
件

V

満
州
事
変
一
(
昭
和
六
年
九
月
十
八

一
臼
)
以
後
の
戦
没
者
等
の
遺
族
の
う

一
ち
、
平
成
七
年
四
月
一
日
現
在
に
お

一
い
て
、
公
務
扶
助
料
・
遺
族
年
金
等

一
を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
に
限
ら

一
れ
ま
す
。

A
支
給
対
象
者

V

一
主
と
し
て
次
に
記
載
し
た
選
抜
の

一
う
ち
、
次
の
順
序
に
し
た
が
っ
て
最

一
も
順
位
が
先
の
方
の
一
人
に
隈
ら
れ

一
ま
す
。

一
①
平
成
七
年
四
月
一
日
ま
で
に

.
弔
慰
金
(
遺
族
国
庫
債
券
)
の

.
受
給
権
を
取
得
し
た
方
。

一
②
戦
没
者
等
の
子

園
③
戦
没
者
等
と
生
計
を
と
も
に

お知らせ

兄
弟
姉
妹
(
婚
姻
・
養
子
縁
組
一

に
よ
り
平
成
七
年
四
月
一
日
に
一

氏
が
変
わ
っ
て
い
る
方
は
除
か
一

れ
ま
す
。
)

④
③
以
外
の
父
母
・
孫
・
祖
父
一

母
・
兄
弟
姉
妹

⑤
④
か
ら
④
以
外
空
二
親
等
内
一

の
親
族
(
戦
没
者
与
の
死
亡
ま
一

で
引
き
続
い
て
一
年
以
上
生
計
一

を
と
も
に
し
て
い
た
方
に
限
り
一

ま
す
υ
)

一

A
請
求
期
限

V

一

平

成

十

年

三

月

三

十

一

日

.

A
請
求
場
所

V

一

請
求
き
れ
る
方
が
住
ん
で
い
る
市
一

町

村

役

場

園

な
お
、
詳
し
く
は
役
場
福
祉
課
一

(
官
五
二
一
一
一
一
)
ま
で
お
問
一

い

ん

口

せ

下

さ

い

。

一

事

こ忠霊ム愛 10/1---
れら最て媛
に施低の労
よ行賃労働
りす金働基
、 る 」 者 準
卜 こ を に 局
月と改適で
ーと正用は
同ししさ
以ま、れ県

降し十る内
分た月「で
と。ー愛働

最
低
賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ

一
日
四
、
六
八
五
円
以
上

第
5
回

機

生
涯
学
習
を
進
め
る
鱗

町
民
の
つ
ど
い
機

「
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
」
を
メ
イ
ン
テ
l
マ
に
、
次
の
日

程
で
第
5
回
生
涯
学
習
を
進
め
る
町
民

の
つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

長
浜
少
年
少
女
合
唱
団
の
コ
ー
ラ
ス
、

し
て
労
働
者
に
支
払
、
つ
賃
金
は
、
一
日

四
、
六
八
五
円
(
一
時
間
五
八
八
円
)

以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
お
問
い
合
せ
一
愛
媛
労
働
基
準
局

(
君
。
八
九
|
九
三
五
|
五
二

C
C
)

ま
た
は
、
八
幡
浜
労
働
基
準
監
督
署

(
E
C
八
九
四
!
二
ニ
ー
一
七
五

O
)

ま
で
。

ウ
イ
ン
ド
リ
ン
グ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
よ

る
ク
ラ
シ
y
ク
コ
ン
サ
ー
ト
の
他
、

「
白
分
が
輝
く
た
め
に
」
と
題
し
て
藤

原
喜
久
利
先
生
に
よ
る
講
演
等
が
行
わ

れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
ま
ち

し
て
お
り
ま
す
。

{
日
時
}
十
月
二
十
五
日
(
土
)
午
後

一
時
三
十
分
j

一
場
所
}
ふ
れ
あ
い
会
館

大
ホ
l
ル

農業者年金は、安心して加入できる国の
年金です。次の よ う な 方 は 、 必 ず 、 加 入 し ま

しょう。
①経営移譲を 受けた人 ②若い農業後継者
③加入期限切れ の近し、人

力、、んはるぎ討さ主差是業主著苦Lこ
年金受給の途がひらかれます

夫と共に農業に専従し、農業経営に参I別
している女性( 農 業 者 年 金 加 入 者 の 配 偶 者 )
は、農地の権利名義を有しない場合でも、
農業者年金に加入 で き る こ と と な り ま し た 。

年金受給につな が る20年以上の加入期間
には、次の期間を含めることができます。
Oサラ リー マン期間の内、農
業に従事して いた 5年以内の
期間
0 死亡した加入者(配偶者に
F艮る)のf果 F食半ヰキ1'1イ寸?斉み期間
のう ち 一 定 の期間
0農業生産法人構成員の期間
O農業協同組合、土地改良l三
等農林漁業団体の常勤役員の
其目指7
0 出 稼 ぎ の 期間

八
幡
浜
・
大
川
地
区
広
域
市
町
村
固

と
八
幡
浜
商
工
会
議
所
と
の
共
催
に
よ

り
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
お
な
じ
み
の
「
宮

川
花
子
」
氏
を
講
師
に
迎
え
文
化
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
り

数
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
満
載
の
お
話
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ

ご
来
場
下
さ
い
。

{
テ
ー
マ
}
花
子
の
イ
キ
イ
キ
ラ
イ
フ

一
日
時
}
十
月
十
一
日
(
土
)
午
後
C

時
一
二
十
分
間
場
(
午
後
一
時
十
五
分
間

演
)一

場
所
}
八
幡
浜
市
民
会
館
大
ホ
ー

ル
(
入
場
無
料
・
草
で
お
越
し
の
方
は

新
川
駐
車
場
を
ご
利
用
下
さ
い
)

{
入
場
整
理
券
}
入
場
整
理
券
が
必
要

で
す
。
役
場
企
画
調
整
課
(
宮
五
二
l

一
一
一
一
)
ま
た
は
、
八
幡
浜
商
工
会

議
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

{
お
問
い
合
せ
一
八
幡
浜
・
大
洲
地
区

広
域
市
町
村
圏
組
合
・
地
方
拠
点
都
市

対
策
室
(
宮
二
四

l
O
五
六
O
)
ま
で
。

匂
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長深町の財政! 財政公表

兵二マ
レ竺Lノ

5，570，859千円
『
付
ノ
¥
、
、
円

J

i
，

=

司

千

八
U

-

川市

h

4

F

Z

即

日

J
V
O
/

国

ι
h

d

v

J

F

『

Z

ハU
O

D

E

-
戸、

:

)

;

;

 

-
h
E
E

「パ

n
u
-
一〆，

h

E

S

3

5

明
方

個

、

『

旨

q
o
f、
『

「

υ

匠
Y
E
A
-
r
n
H
U

同
け
世

'

P

1

d

・酌V
F

r

同

4
トル

d
司
d
g
q
，ι
i

也、

需品

県支出金

p 
110，529千円

己旦ケ
諸収入分担金

負担金

自 由
10，401千円 12，436千円

叫とj 己26)
財産収入 手Ij子割

交付金

立2
56，357千円

斗当ム
自動車取得
税交付金

三3
63，299千円

斗， 1~
使用科
手数料

ロ
129，841千円

己主以
地方議与税

ロ
226，541千円

にどとノ
繰越金

民
ピどとノ
国庫支出金

民生費
1，099，520千円

(20，6%) 

.--.  ...--T 

11，530千円 3，592千円
(0，2%) (主L%)

繰入金 その他

794，526千円
軽自動車税

15，107千円

(1，9%) 

収入
特別土地保有税

30，402千円

(3，8%) 

手強町
公債費

1，038，760千円
(19，4%) 

出

5，343，535 
千円

(100.0%) 

固定資産税

392，563千円

(49，4%) 

1世帯当りに使

われた町の金

1，449千円

1世帯当りが

負担した町税

215千円

総務費

679，713千円
(12，7%) 

町有財産

「一五一別
一般財政調整恭金
国民健康保険吋政調整基金
! 土 地 開発基金

l減債基金
その他件定目的基金

!国民年金印紙購入基金
什包 資 金

| 十



平成8年度
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財政状況の公表
長浜町「財政事情」の作製及び公表に関する条例

により平成 8年度の財政状況を公表します

長浜町長上田邦彦 |干主主般平成 9年 9月

会計||完結当業百十 | |;特明if会

消防費

166，632千円

(3.1%) 

歳

水道事業会計

E斗科 目(金額(千円)

営業収益 182，548

営業外収益| 山 92

計|抗0ω

営業費 用

営業外費用

純利益

支直竺巴
自|資本的支出 56，360

斐|差引|ム56，360

足持部tiffZT-Z皇室長信
費税資本的収支調整額 342T一円、過
年度分損益勘定留保資金 56，018千円
で補てんした。

国民健康保険

1，073，299千円

1，061，091千円

1，040，520千円

20，571千円

.1. ...riA 予 算額

f最低;易収入 済 額
三ヌミミ三夫 支出済額
寸 J((Y 差引

13l.086 

96.557 

227，643 

7，397 

収

益

的

収

支

15，651千円

15，335千円

15，335千円

0千円

国民健康保険直営診療所I

マJ 'f~ヌ予算額
護語通 ~l又入済額
弘ぷ主再__.;y支出済額

~J臨空差 ヲi

工業用水道事業会計
区分i科 目 l金額(千円)

1 営業収益 27，936

営業外収益[ 606 

計

営業費用

営業外費用

計

純 利益

葉区型巴
出l資本的支引 9，180 

主|差ヲI[ ム9，180
資本的収入額が資本的支出額に不

長言語主まtEJキ府幹開

土木費

610，968千円

(11.4%) 

28，542 

17，192 

9，252 

26，444 

2，098 

収

益

的

収

支

港湾施設事業

16，732千円

16，393千円

16，393千円

0千円

簡易水道事業

....r- .1 ::;;;)予算額

'五羽1昼、収入済額

.... ~孟ミラ支出済額
岳櫨輯・園長差 引

農林水産業費

640，269千円

(12.0%) 

59，499千円

59，039千円

59，039千円

O千円

予算額

収入済額

支出済額
差引

(95.31現在)

会計区分 件数 現在高(千円) l世帯当(千り円額) l人当り額
千円)

高生 ぷヱミ〉、 言十 165 7，580，984 2，051 726 

水道事業会計 22 l.473.558 399 141 

工業用水道事業会計 8 121，722 33 12 

簡易水道事業特別会計 17 357，123 97 34 

住貸付宅事新業築特資別金会等計 26 122，421 33 12 

言十 238 9，655，808 2，613 925 

費債公

1，482，550千円

1，482，054子円
1，482，054千円

。千円

23，053千円

22，970千円

22，970千円

0千円

住宅新築資金等貸付事業

l民予算額

...-lJ.P-I 収入済額

|司 E ト~支出 i斉額
l開何百γ 差 引

議
額

額

額

引

事
済
済

i
入

出

予
収
支
差
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人権作文一一一一一

郵
便
受
箱
・
表
札
の
設
置
は
、
郵
便

物
の
迅
速
か
っ
正
確
な
配
達
及
び
、
安

全
保
護
に
役
立
つ
こ
と
か
ら
、
郵
便
局

で
は
、
毎
年
九
月
・
十
月
を
「
郵
便
受

箱
・
表
札
設
置
遥
動
」
期
間
と
定
め
、

な
お
一
層
の
普
及
促
進
運
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
本
運
動
へ
の
、
皆
様
の
ご

理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
郵
便
受
箱
と
表
札
に
つ
い
て

は
、
郵
便
局
外
務
職
員
や
窓
口
で
斡
旋

し
て
お
り
、
シ
ー
ル
表
札
に
つ
い
て
は
、

外
務
職
員
が
持
参
し
掲
出
の
お
願
い
を

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
差
し
出
し
郵

便
物
に
は
、
差
し
出
す
方
の
住
所
も
番

地
ま
で
ご
記
入
下
さ
る
よ
う
重
ね
て
お

願
い
し
ま
す
。

専門の相談員があなたの

ご相 談に 応じ ます 。秘密は

厳守します。

[相談先電話I愛媛県 暴力

追放運動推進センター

(宮089-932-8930) まで。

「みんなで追放やくざゼロ」

けん主充 11 0番幸
古い軍用拳 銃 な ど の 所 有 者 や 発 見 者 の自発

的な通報、暴力団員の拳銃に関する情報相談

など、拳銃に関することなら24時間受付

しています。

{着信専用電話]

暴力追放相談電話

暴力団に関する相談は、

迷わず、恐れず、お気軽にご相談を!

宮 089-934-1074まで。

「さあ世の銃なし」

一
と
思
う
一
一
一
日
葉
を
言
わ
れ
た
り
、
い
や

一
な
あ
だ
名
で
よ
ば
れ
た
り
し
た
こ
と

一
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
私
が
友
達

一
に
、
き
ず
つ
け
た
り
、
差
別
し
た
り

一
す
る
よ
う
な
言
葉
を
一
言
っ
た
つ
も
り

一
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

E

そ
の
私
が
、
道
徳
の
授
業
で
「
あ

一
や
ま
ち
」
と
い
う
詩
を
読
ん
で
、
は
つ

一
と
し
ま
し
た
。
そ
の
詩
の
中
に
こ
の

一
よ
う
な
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

一
「
別
に
き
ず
つ
け
る
つ
も
り
も
な
く

言
っ
た
一
言
葉
で
き
ず
つ
け
た

一
別
に
差
別
す
る
つ
も
り
も
な
く

一
言
っ
た
言
葉
で
苦
し
め
た
」

一
こ
の
言
葉
で
、
白
分
で
は
そ
の
気
は

一
な
く
て
も
、
友
達
を
き
ず
つ
け
て
し

一
ま
っ
た
り
、
差
別
を
し
て
し
ま
っ
て

一
い
る
こ
と
も
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と

一
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
、

一
私
も
今
ま
で
に
、
自
分
で
は
気
づ
か

一
な
い
け
れ
ど
、
友
達
を
何
度
も
何
度

.
も
き
ず
つ
け
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

一
差
別
を
し
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と

一
思
い
ま
し
た
。
私
は
、
そ
う
考
え
る

と
、
と
て
も
心
配
に
な
り
ま
し
た
。

自
分
は
何
と
も
思
っ
て
い
な
く
て
も
、

相
手
が
い
や
だ
と
思
え
ば
、
そ
れ
は
、

私
が
き
ず
つ
け
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

言
葉
は
、
人
に
対
し
て
投
げ
か
け
ま
す
。

だ
か
ら
、
受
け
る
人
の
気
持
ち
を
考
え

て
投
げ
か
け
れ
ば
、
相
手
の
心
を
き
ず

っ
け
な
い
と
回
ゃ
い
ま
す
。
私
は
、
友
達

と
話
す
時
に
は
、
私
が
言
っ
た
言
葉
で

友
達
を
き
ず
つ
け
た
り
、
い
や
な
気
持

ち
に
さ
せ
た
り
し
な
い
よ
う
に
、
一
一
言

1:人

小学 5年生
( 8年度人権作文集より)

「あやまち」

一
言
を
大
切
に
し
て
話
す
こ
と
を
心
が

け
る
よ
う
に
決
め
ま
し
た
。

言
葉
に
つ
い
て
、
先
生
か
ら
「
言
葉

に
は
温
度
が
あ
る
」
と
い
う
話
を
開
い

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
人
を
き

ず
つ
け
る
よ
う
な
冷
た
い
一
言
葉
、
人
を

勇
気
づ
け
た
り
、
元
気
に
さ
せ
た
り
す

る
温
か
い
言
葉
。
言
葉
に
も
い
ろ
い
ろ

な
温
度
の
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
言

葉
で
も
、
言
い
方
で
温
度
が
変
わ
り
ま

す
。
聞
く
人
に
と
っ
て
は
、
ず
い
ぶ
一

ん
感
じ
方
が
ち
が
う
と
思
い
ま
す
。

温
か
い
言
葉
が
と
び
か
う
学
級
、
学
一

校
で
あ
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
一

で
も
、
学
校
で
も
冷
た
い
一
言
葉
を
一

聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
人
の
悪
口
一

ゃ
あ
だ
名
と
か
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
一

自
分
が
言
わ
れ
る
と
い
や
だ
と
思
う
一

は
ず
な
の
に
、
ど
う
し
て
、
他
の
人
一

に
は
か
ん
た
ん
に
言
っ
て
し
ま
う
の
一

で
し
ょ
う
。
私
は
、
自
分
に
一
言
わ
れ
一

た
り
、
さ
れ
た
り
し
て
い
や
だ
と
思
一

う
こ
と
は
、
他
の
人
だ
っ
て
い
や
だ
一

と
思
う
は
ず
だ
か
ら
、
絶
対
に
し
な
一

い
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
「
あ
や
ま
ち
」
と
い
う
詩
に
一

出
合
っ
て
、
何
気
な
く
言
っ
た
一
言
葉
一

で
、
人
を
何
回
く
ら
い
き
ず
つ
け
た
…

の
か
考
え
る
と
ド
キ
ッ
と
し
て
、
と
一

て
も
不
安
に
な
り
ま
し
た
。
一
言
葉
と
一

い
う
も
の
を
今
ま
で
よ
り
も
っ
と
、
一

も
っ
と
大
切
に
し
て
、
相
手
の
人
の
一

気
持
ち
を
考
え
ら
れ
る
心
を
も
っ
て
、
一

こ
れ
か
ら
の
生
活
を
し
よ
う
と
思
い
一

ま

す

。

一
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L
E
T
Sト
ラ
イ

生
活
改
善
一
泉

観
葉
植
物
の
寄
せ
植
え

「
マ
ジ
ナ
l
タ
の
正
」

一
材
料
}

つ
鉢
(
コ
ン
テ
ナ
)

十
マ
ジ
ナ
1
タ
(
ド
ラ
セ
ナ
)

一
ア
イ
ビ
l

一
ピ
レ
ア

一
ピ
ポ
ナ
ス
テ
ス

一
オ
リ
ヅ
ル
ラ
ン

「
肥
料
入
り
の
土

一
作
り
方
一

①
鉢
底
に
土
を
1
/
3
入
れ
る
。

②
植
物
の
丈
の
高
さ
や
葉
色
、
葉
の
大

小
に
変
化
を
つ
け
バ
ラ
ン
ス
よ
く
植
え

代
表
者
西
山
晶
子

密
五
三

l
O
三
九

O

A
Q

冨泉会の皆さん(マジナータの丘の前にて)

る。③
残
り
の
土
を
入
れ
な
が
ら
、
鉢
に
う

め
て
い
く
。

④
水
を
た
っ
ぷ
り
か
け
て
、
カ
ー
テ
ン

ご
し
に
明
る
い
光
の
あ
た
る
と
こ
ろ
に

お
く
。

⑤
土
が
乾
い
た
ら
、
水
を
か
け
て
管
理

し
て
い
く
。

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
:
・
春
先
に
挿
し
木
が

で
き
る
の
で
、
鉢
数
を
増
や
し
て
い
く

楽
し
み
が
あ
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ス
ペ
ー

ス
で
緑
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
回
は
マ
ジ
ナ
l
タ
な
ど
の
植
物
を
使

い
ま
し
た
が
、
好
み
や
お
部
屋
に
あ
っ

た
植
物
・
コ
ン
テ
ナ
を
変
わ
っ
た
形
を

使
、
つ
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
工
夫
す
る
だ
け

で
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
お
部
屋
や
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
、
ち
ょ
っ

と
し
た
イ
ン
テ
リ
感
覚
で
コ

I
デ
イ
ネ
l

卜
す
る
と
雰
囲
気
が
変
わ
る
の
で
は
!

領
務
ヲ
て
い
去
す

至
善
流
大
洲
吟
詠
会

長
浜
支
部

(
吟
詠
)

詩
吟
は
、
日
本
古
来
の
伝
統
芸
能
と

し
て
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
今
は
、

漢
詩
、
短
歌
、
俳
句
も
詠
う
の
で
吟
詠

と
い
い
ま
す
。

昔
か
ら
立
派
な
漢
詩
、
短
歌
、
俳
句

が
た
く
さ
ん
詠
ま
れ
て
お
り
、
私
た
ち

は
そ
れ
を
吟
詠
法
に
よ
り
詩
情
豊
か
に

表
現
で
き
る
よ
う
、
腹
の
底
か
ら
大
き

な
声
で
発
声
す
る
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

大
き
な
声
を
出
す
こ
と
は
、
ス
ト
レ
ス

解
消
に
な
り
健
康
に
と
て
も
良
く
、
み

ん
な
と
一
緒
に
練
習
し
て
い
る
こ
と
で

カ

4什
『
戸
川

v
jル
M

Fh・F
l
v
u
p
E
H

工
怠

1
7

i
J
d
d
o
o
U
1
H
A
R
-
-
L
 

『毒事む霊長む』

イフ長浜高校美術部

微
妙
な
感
激
も
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま

す。
練
習
前
に
は
、
私
た
ち
の
「
信
条
」

を
掲
げ
て
気
持
ち
を
合
わ
せ
、
和
気
藷
々

と
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
会
員
は
、
男
性
十
六
人
、
女

性
十
人
で
す
。
皆
様
の
ご
入
会
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
遠
慮
な
く
ご
連
絡
下

さ
い
。

{
連
絡
先
一
高
津
順
一
(
長
浜
・
宮
五

一
一
ー
一
一
一
一
八
)

一
練
習
日
・
場
所
一
①
長
浜
教
室
(
ふ

れ
あ
い
会
館
)
・
:
毎
週
水
曜
日
午
後
七

時
三
十
分
j
②
沖
浦
教
室
(
沖
浦
公
民

館
)
:
・
毎
週
火
曜
日
午
後
七
時
三
十
分

j
③
櫛
生
教
室
(
櫛
生
福
祉
セ
ン
タ
ー
)

.-a
毎
週
金
曜
日
午
後
七
時
一
二
十
分
j
④

田
ノ
淵
教
室
(
田
ノ
測
集
会
所
)
:
・
毎

週
火
曜
日
午
後
七
時
三
十
分
j

一
会
員
}
①
友
津
哲
夫
、
坂
本
カ
ヲ
ル
、

谷
田
満
弘
、
高
岡
伸
好
、
村
上
仁
幸
、

山
本
久
行
、
菊
地
達
雄
、
高
津
順
一
、

岡
崎
三
月
、
東
義
博
、
佐
伯
富
士
夫
②

鎌
田
治
郎
吉
、
古
森
恵
美
子
、
鎌
田
千

恵
子
、
上
野
テ
ツ
子
、
松
岡
タ
ミ
子
、

新
江
と
み
、
藤
本
友
恵
、
新
江
公
子
③

櫛
笥
益
一
、
兵
頭
三
代
喜
、
兵
頭
正
夫
、

山
本
年
行
、
山
下
優
④
鎌
田
和
子
、
田

中
宏
幸
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ルポ。文芸一一一一醐

オ
リ
ジ
ナ
ル
に
挑
戦
f

j
青
年
大
学
焼
き
物
教
室
j

八
月
二
十
三
日
、
町
体
育
館
講
習
室

で
青
年
大
学
焼
き
物
教
室
が
開
催
さ
れ
、

町
内
の
青
年
ら
六
人
が
参
加
し
た
。

講
怖
に
窪
幸
二
先
生
(
柴
)
を
迎
え
、

各
自
講
師
の
指
導
に
よ
り
見
ょ
う
見
ま

ね
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
お
皿
や
マ
グ
カ
ヴ

プ
づ
く
り
に
挑
戦
。

作
品
は
、
イ
メ
ー
ジ
ど
お
り
に
で
き

た
物
も
あ
れ
ば
、
か
け
離
れ
た
物
も
。

境
き
上
が
り
は
十
月
末
の
予
定
と
の
こ

と
で
、
完
成
口
刊
を
手
に
す
る
日
が
待
ち

遠
し
い
様
子
だ
っ
た
。

お
年
寄
り
と
交
流

j
白
山
国
納
涼
夏
祭
り
j

八
月
二
十
八
日
、
白
山
国
で
、
恒
例

と
な
っ
て
い
る
納
涼
夏
祭
り
が
行
わ
れ

?と

楽しいひとときを過ごした納涼祭り

こ
の
夏
祭
り
は
、
四
年
前
か
ら
、
白

山
園
に
入
国
し
て
い
る
お
年
寄
り
と
地

域
と
の
交
流
を
図
ろ
う
と
実
施
さ
れ
て

い
る
も
の
で
、
今
年
で
五
面
目
。

地
元
の
婦
人
会
会
員
や
小
学
生
、
保

育
所
の
園
児
ら
に
よ
る
踊
り
や
、
わ
た

某
子
、
か
き
氷
な
ど
の
各
種
出
庖
、
カ

ラ
オ
ケ
な
ど
で
会
場
は
盛
り
上
が
り
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
楽
し
い
夏
の
夜

の
一
時
が
流
れ
て
い
た
。

懸命に型作りに励む参加者

私
た
ち
も
勉
強
中
で
す

ー
教
職
員
町
内
文
化
財
巡
リ

i

八
月
二
十
八
日
、
当
町
に
つ
い
て
文

化
的
な
角
度
か
ら
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
、
今
年
度
当
町
へ
赴
任
し
た

教
職
員
を
対
象
に
し
な
町
内
文
化
財
巡

り
が
実
施
さ
れ
た
。

当
日
は
、
残
暑
厳
し
い
日
差
し
の
中
、

十
八
人
の
教
職
員
が
参
加
し
、
現
地
説

聞
は
、
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
の
岡

野
勝
敏
先
生
が
担
当
。
参
加
者
は
、
国

指
定
重
要
文
化
財
の
出
石
寺
の
銅
鐸
な

ど
、
町
内
九
カ
所
の
校
区
内
に
あ
る
各

マレ
l
さ
ば
き
も
鮮
や
か
に

j
町
老
連
ク
ロ
ッ
ケ
!
大
会
j

九
月
山
目
、
町
民
運
動
場
で
長
浜
町

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
ク
ロ
ッ
ケ
1

い文
た化
。財

を
言方
オ'Li
童九

dじ、

石汗
修1

を
i采

宅出石寺の銅鐘について説明を受ける参加者

はつらつプレーを披露する選手たち

大
会
が
開
催
さ
れ
、
町
内
の
愛
好
者
ら

=
一
十
一
チ
l
ム
、
百
十
人
が
参
加
し
た
。

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
こ
の
大
会
。
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
よ
う
と
、

今
年
も
各
地
区
十
二
支
部
の
選
手
が
集

い
、
鮮
や
か
な
マ
レ
ー
さ
ば
き
を
披
露

し
て
い
た
。

な
お
、
結
果
は
次
の
と
お
り
。

{
優
勝
}
櫛
生
チ
l
ム

一
準
優
勝
一
大
和
チ
l
ム

{
第
三
位
}
小
浦
チ
l
ム

一
骨
圏
直
面
哩

H
H

出
海
短
歌
会
H
H

物
売
り
に
来
し
娘
の
木
陰
に
泣
く
を
日
比

て
言
葉
か
け
得
ず
蛍
柑
持
た
せ
り

田

丸

宮

稚
貝
ぃ
(
円
つ
丸
き
黒
ブ
イ
並
び
い
て
船
に

乗
り
た
る
人
影
の
見
ゆ

西

山

晶

子

畿
日
を
田
の
草
取
り
て
弛
む
足
石
菖
茂

る
流
れ
に
洗
ふ

稲

田

都

ゃ
う
や
く
に
花
を
つ
け
た
る
山
百
合
の

二
輪
が
互
に
背
き
咲
き
た
り

平

見

朝

子

自
転
車
で
行
け
ば
吹
き
来
る
初
秋
の
風

は
況
の
か
に
摘
の
か
お
り
す

兵

藤

都

ひ
と
月
を
汀
せ
る
燈
篭
の
吊
る
さ
れ
し

タ
光
の
浜
仁
読
経
つ
づ
け
り

池

田

浄土三
全ア

子

ト

H

出
海
小
学
校
H

キ支

か
だ
っ
む
り
か
き
ね
の
そ
ば
で
さ
か
あ

が

り

一

年

松

本

英

里

こ
お
ろ
ぎ
が
一
ぴ
き
い
た
よ
う
れ
し
い

な

一

年

門

口

誠

司

ゆ
か
た
着
て
う
ち
わ
を
持
っ
て
夏
ま
つ

り

三

年

中

伊

茜

か
ぶ
と
虫
夜
は
と
ぶ
け
ど
昼
は
ね
る

三

年

清

水

友

輔

風
り
ん
が
風
に
ゆ
ら
れ
て
歌
、
っ
た
う

四

年

畑

山

穂

菜

美

真
夜
中
の
ス
ズ
ム
シ
た
ち
の
コ
ン
サ
ー

ト

五

年

田

中

正

浩

群
れ
を
な
し
夕
日
に
光
る
赤
ト
ン
ボ

五

年

松

本

梨

奈
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ス
ズ
ム
シ
と
風
り
ん
い
っ
し
ょ
に
歌
っ

て

る

六

年

宮

山

大

地

ゆ
か
た
若
て
せ
ん
香
花
火
花
の
よ
う

六

年

消

域

歩

白
滝
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ

A

第
三
位
に

1
市
子
地
区
剣
道
大
会

i

八
月
十
目
、
三
瓶
町
で
第
四
十
七
回

南
予
地
区
剣
道
大
会
が
開
催
さ
れ
、
自

滝
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ

A
チ
i
ム
が
、
小

学
生
団
体
の
部
で
み
ご
と
第
三
一
位
に
入

賞
し
ま
し
た
。

大
和
剣
道
大
会
西
田
君

第
三
位
に

1
南
子
少
年
剣
道
大
錬
成
大
会

1

一一一一表彰・一歳です

和
剣
道
会
の
西
国
典
正
君
(
大
和
小
六

年
)
が
、
小
学
生
個
人
の
部
で
み
ご
と

第
一
二
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

町
L 民
干体
チ菅
l 金主
ム刃て

が
参

三位入賞の西国君(前列中央)

な
お
、
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
}
〈
男
子
〉
∞
白
滝

②
大
和
③
櫛
生
〈
婦
人
〉
①
長
浜
②
出

海
③
大
和
・
今
坊

一
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
}
〈
1
部
〉
①
白
滝

②
大
和
③
農
茂
〈
2
部
〉
①
大
和
②
戒

川
③
長
浜

一
ク
口
ッ
ケ
1
}

〈
一
悦
〉
①
出
ほ
B

②
今
坊
A
③
黒
田
B
〈
老
年
1
部
〉
①

戒
川
A
②
沖
浦
B
③
沖
浦
八
〈
老
年
2

部
〉
①
櫛
生
②
大
和
③
戒
川

一ゲ
l
ト
ボ
ー
ル
一
①
今
坊
A
②
臣
官
浜

③
今
坊
B

{
婦
人
レ
ク
バ
レ
l
}
①
出
海
②
白
滝

③
沖
浦

{パレボ jレ】男子
A…第 2位(白滝)、
男子B…優勝(大和)、

婦人 1部・ー優勝(出海)、

婦人 2部優勝(大和)
fゾフトボ jレI優 勝

(戒JlI)、準優勝(大和)

I卓球]男子A…優勝
(体端)、女子…第 31Sl: 
(イ本|窃)
[ソフトテニス1

B…第 2位(体協)

Iバドミントン】男子八一-第
2位(体協)、女子A.ー優勝

(体協)
なお、八幡浜地方大会へは、

町民体育祭でのクロッケー各

部門優勝チームも出場されま

す。

が入賞同~~νク，式参同 11 チー

長iJ~
熱戦が展開されたソフトボール競技

9月 7口と 14目、内子町
で愛媛スポレク 喜多郡大会が

開催され、当町から 16チーム

約 160人が参加しました。各
種目での熱戦の結果、 14チー

ムが八幡浜地区大会へと駒を

進めました。
主な結果は次のとおりです。

力強い選手宣誓を行なう戒川の山本さん
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-------------------------------------------一一一一一一一司 ( j - j 刈泌 遜務総 朝、、三円ピをつけるさ「お jiミ話: ~m ，駐罰樹通 総総「 はょっ」三子います」とーュー :を)11 
:~茂監議事縄問|補聾 ス番組のキャスター。胸には :自の
: 想:tr::~:~・~~ 腰、 赤い羽根。 「あ、今日から 10:滝 大

月だ」と、さわやかな気分に i保 野
なります。共同募金の赤い羽 j育 虞

; 根 は 、もう季節の風物詩のように定着しています。 ;所良
i ところで、共同募金の期間は10月だけと思っていま 1へさ
iせんか っ実は10月 1日から年末まで行われます。 赤い i や
?羽根は、共 同募 金に 参加 した 人に 贈ら れる もの で、 募 』
i金の額 には関係ありません。 j 笠
: 昭和22年に、社会福祉事業の発展を目的に始められ i 旦
・た共同募金は、 昨年50周年を迎えました。一年目に集 j 官

まった金額は、約 5億 9千 万 円 。 当 時 と し て は 大 変 な 穴

額 です。一口の募金金額は平均 8円だったそうですか
ら、いかに多くの方が募金に協力したかが分かります。
そし て、 50年たった平成 8年は、募金額約264億円、
一口の平均金額は211円です。 50年前には終戦直後で、
戦 災孤児、ヲ l揚者などのために募金が役に立ちました。
最近は 、高齢者、障害者の福祉にとって、なくてはな
らないものになっています。

ところで、あの赤い羽根は何本くらい出ているので
しょうか。 昨年の場合、約5，300万 本 だ そ う で す。
毎年10月は 「全国 ・自然歩道を歩こう月間」です。

自然とふれあい、理解を深めて もらうために、各地で
「自然、歩道を歩こう大会」が行われます。

さあ、今年も秋の自然のなかを、さっそうと歩きま
しょう 。

寄
付
採
納

印刷 (有)岸本印刷平成 9年10月l日発行平成 9年 10月号広報なが はま

O
大
洲
市
の
ア
イ
テ
ッ
ク
(
久
保
登
社

長
)
・:
歯
ぶ
ら
し
を
各
保
育
所
、
小
中

学
校
へ

A
V
 結

婚

住;

戸斤

氏

柴沖豊

望字杏it告Z
未み筆訪日字

沖下伊仁白下
須予 須

浦 戒市久滝戒

山 矢逮演山大

津

宝

丈

口

仁

子

上

幸

治

香

一
朋

子

野

寿

一

田

い

づ

み

物

浦茂

土曽
田

田
j知j

住 8お
所呈誕

百生
子 分お

24薮め
名称 で

EEと
イ呆 .; 
~. ~ 
者!!
名

長櫛

大 下
回坂

“手ロヰ;
響E希き

上
j前

名

浜生

お
〈
や
み

8
月
届
出
分

(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

利 秀
雄 幸

長

浜
豊

茂
下
須
戒

長

浜

白

滝

櫛

生

白

滝
戒

川

出

海

村本 田

佐

野
池

田

水

沼
田
賀
志

前

川

増

田

淳域可

忠
義
(
七
六
)

清
光
(
七
五
)

シ
ゲ
ル
(
七
四
)

秀
雄
(
八
六
)

芳

恵

(

八
三
)

清
(
六
四
)

秋
子
(
八
五
)

ツ
ル
ヱ
(
九
一

)

純
一
(
九
三
)

10月は心身共に爽快な秋で、運

動 に研究にと誰もが打ち込みたい

だろう 。 ところが 、 中 に は 腰 を 痛

めたり、肩を凝らしたりする者も

あるだろう 。 そんな時、 私なら医

院へ行って腰痛や肩こりに効くサ

ロ ンパスをもら う。また、話は違

うが、孫たちに せ が ま れ プ ラ モ デ

Jレなどを買い与えることがある。

私たちは、このサロンパスやプ

ラモ デ ル を 普 通 名詞のつもりで使っ

て いるが、実は 、 サロ ンパスもプ

ラモ デ ル も 商品 名であって、登録

されている。だから、同じ品質の

も のを作っても、これらの名称は

使えなし」他にも登録商品には、

カップヌードル、 セメダイン、 セ

ロテープ 、 マ ジックインキ、ポ ラ

ロ イドなど誠に多い。

このことは、 製造販売の会社に

は常識であって も、一般の消費者

には常識では ない。だから、どこ

の会社の製品でも、 普 段 よ く 使 っ

て いる商品名を普通名詞として使っ

て いるのであっ て 、これは一向 に

差 し支えない。 だ が 、 同 じよ うな

商 品を作って同じ名称で売れば、

本 物 の製造会社 に大きな迷惑がか

かる。放送局などでは、原則 と し

て登録された商品名は使わない。

特に民放では、 商品の宣伝が主な

収入源であるから 、 なおさら厳し

いであろう 。

言葉だけでなく行為についても、

普段常識と思っ て いることが案外

非常 識 の 場 合 もある。 他の人たち

の迷惑にならない程度には注意し

たいものだ。
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数

人口をふやしましょう

8月 末現在 前月との比較

10，433人 13人減

人 口 (男 4，926人) (男11人減)
女 5，507人 女 2人減

世帯数 3，688世帯 3世帯減

帯世口人


